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膽
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叻 ̂
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％
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瞋
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右
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總
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れ
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。
:

•

一"

徙
弟
の
勞
働
麗
。

懂

心
'^
ぁ
1

1

ん
：
で

牮

を

せ

：ず

”

興

味

を

有

し

て

ゐ

な

い

^

ミ

.

.
埒

|
一
：

.氣
が
# ;
-̂
#

べ
、-
不
注
意
.で
.あ
：る
:0
等
>
:
•
.
•
,
.
.
，
• 

： 

>
• 

>
•
>
• 

>
• 

s
.
.

.'
^

繁

多

^

”
識

で

^

思

掘

飩
^
洛

-!
)
、
秦

で
.あ

；
る

ィ

：

：
，
，
，
、
：
、
九

|

 

.

'.
き
親
方
に
對
す
る
態
度
。.從

順

で

な

，
く

禱

蘅

で

f

、I

^
的
.で

あ

り> 
敬

意

を

持

つ
.て

ゐ

な

いi

f

 ̂

'
村

潜
;»
3

信

賴

粱

な

い
::
%
.
親

方:0
た
.
め
を
思
は
な
い
.
.
：
•
：
，
>
,
,
,
1
六

|

四一 

.

.
沐
猶
で
あ

め

ぐ

■输

.經

質

で

あ

る

.：

..
五 J 

■
，
し

^
 

.

.

.

. 

.

.

.

.

...

.

.

.

ー
ー
：

举
^
霧
'肇

傘
.ぬ

脅

年

農#
努

鄭

者

：
に

賺

ず

各

參

働

曾

4
铒

學

の.
^



#

エ
燊
徒
弟
並
电
资
年
農
業
勞
撤
者.に
關
ナ
.る
勞
働
者
：4
理
學
<?
>i:

硏
衮 

1：

H
I

i
(

b i

八〕

：

:

四
パ.
'作
.
”
.
榮

：方
、
：
1 '
'

粗
漏
で
ぁ
り
、
皮
相
货
知
0

、

卒
で
ぁ
る' :

•
•
•
•
-
•
'
: 

•
，
.
*
*
- 

一
 

一
*

】

運
鍊
で
あ
り
、：鍊
重
で
あ
る;:
.
:
-べ：

，
•
，
• 
： 

•
、
：
、
，
，
： 

： 

：
>> 

山
へ
一
. 

一
^
. 

r

;

r

-

v 

*
*
•
? 

•
• 
•
* 

.

5E
，
そ
*

:
の
他
。
淸氣な
く

’

.小
膽
で
ぁ
^-
ン
、
*
.
‘ 

•
• 

•
>

■•
-
•
•
■•
•
 
'
, •
、

,
, 
:

1?
,

〕

名
譽
心
が
な
く
フ
義
務
感
を
缺
ぃ
で
ぁ
る
ミ

 

* 

: 

‘
.
，
.
•
• 

•
-
'
，
.
•
‘ 

• 

• 

• 

0.
 
0
 
0
 
0
 
0
 

•
• 

•
• 

r
;®
慮
'

あ̂
る
•
‘ ： 

•
• 

*
, 

*
‘
‘

• 

•
•
，
、
‘
‘
•
•
. 

： 

•
• 

•
•
：
、

•
•
•
、
•
• 

•
• 

f
 

一
 

一.
.
. 

▼

.
パ
で
ノ
.
;-
-'
:
ベ
，
.
こ
‘

.
征

鹰

で

-^
,<
^
、
：'
偷

み

を

す

る

.
：

.
：
，
：
、
：
：
：
.
ィ

.
：
.
：

：
.
：

：
；

•

'-
.
 

帳
-固
で
な
.い
；
*
、
：

•
、
.
：
：
：

 

•，
：.：
•
•ぺ
.
、
,
•
•
•
•
，

-:
•
• 

•
，
•
•
‘
*
、

，
‘
-
• 

.

一'

J

更
ら
に
職
業
學
校.の

敎

裔

に

依. ^

て
％
$

れ
た
刺
斷
は
主
と
し
て
職
>業
也
.活
の
理
論
的
方
面
に
關
係
し
て
居
り
、

ニ
四
五
の
積
極
的 

华

斷
.

^
1 :
1

'§
'■
^

し
て
三
ネ
七
人
の
徒
弟
が
ょ
く
钊
齡
さ
れ
、
九
人
が
惡
く
判
斷
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

以
上
徒
弟
に
關
す
る
硏
究
に
於
け
る
と
同

1
.

の
問
題
に
關
し
て
、
バ
.

ロ
カ
ー
ト
は
靑
年
農
業
勢
働
者
の

.
硏
究
を
行
つ
て
ゐ
る
。
' 

以
下 

順
次
そ
の
概
要
を
傅
へ
'

る
こ̂

^

1 >
-

や
> 5
°

_
;

S

宵
苹
農
業
勞
働
者
の
職.*
選
定
.

，

I
.

ぐ

'^
.
. 

- 

-

'

靑
.

¥

»

業
勞
働
者
の
場
合'に
：は
、
：：徒
弟
の
場
合
と
異
な
り
、
彼
等

.
に'
は
一
部
分
通
常
の
.
意
味
に
於
け
る
職
業
體
驗
が
缺
け
て
ゐ
る

o

 

從
つ
て
此
處
に
硏
究
者
の
問
題
と
せ

'
ら

れ

，
た

所

呔

次

ぎ

ね

：
ニ

づ

0

點

で

ぁ.る
。

：

。
.
''
ぺ 

a

 

)

靑

苹

農

業

勞

働

苕

は

酿

業

希

望

を

有

し

で

が

た

か

？

.

.
，
：

(

ニ
>
彼
等
は
如
何
な
が
程
度
史
で
«.
;

業
を
選
擇
す
る
ご
と
に
依
<>
'

:て
彼
等
の
福 

て
ゐ
る
か
。

此
處
齒
硏
馨
と
な
れ
る
靑
黑
業
勞
働
者
の
總.て
f

の
は
そ
の
希
望
せ
る
職
業
に
就
ぐこ
と
が
出
來
ず
、
し
か
も
そ
の㈱
て 

力
^

の
程
度
に
於
い
.て
強
制
的
1

業

勞

馨
I

っ
た
も
の
で
あ
る
。
元
來
彼
等
の'大
部

分

は

碁

獲

希

望

を

有

し

て

レ

。

三
十
人
中
全
然
識
I

を
有
し
な
い
も
の
藍
入M

l

、
.他
S
.一
十
六
人
は
次I

如

き

希

管

讓

し
て
> 

た
の
て
.
t

o一
即
ち
手H

業
背(

5

入)

：
酪
農
者(

四
人)

：
讓
官
及
び
軍
人(

三
6:
: 

f
人
一 

人)

自

肇

羅

手

ハ

：一.

I
希
望
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
桌
を
以
っ
て
見
れ
ば
、
手

H

業

客

^

ほ

の

生
§

境

屮

資

且

っ

藝

す

る

馨

嘉

っI

の
.出
來
た
職
業
を
希
望
し
て
ゐ
，る

っ

て

いV
。
.そ
し
 ̂

f

l
望
を
實
現
す
る
I

に
依
っ
て
、8

1

接
的
な
f

で
あ
る
地
主
所
有
の
田
園.か
ら
逃
れ
や
ぅ
と
倉
し
本̂
^

M

力
で
t

- ;

そ
れ
ばf

 

f

し
て
彼S

議

希

望Q

醫

は

小

で
t

、
霉

は

單

曼

現

可f

職
業
Q

t

希
望
し
て
ゐ 

〗

■:
賺
的
希
望
も
亦
大
膽
な
計
寄
も
彼
等
に
は
存
し
な
い
。
し
か
も
職
業
希
望
を
有
す
る
も

.
の
X

內
に
は
一
人4

業
勞
働
苕
た
ら

'
:■

箭
I

I

働
f

就

い
I

Q

黯

讓

S

機

を

杣

出

す

含I

梁

嬰

含

。-

し
I

に
f

 

S

職
I

f

は

問
，

I

な
か
っ
.た
し
、
蹇
事
實
行
は
れ
な
か
っ
た
か
皂
あ
る
。
し
か
し
偶
4

等
は
I

希

窘

有

り

、
從
っ
；

;

そ

.硏

馨

办

麗
t

果
S

I

S

農

業

篇

者

彦

く

笑
g

.

i

l霧

醫

墓

l

i

t

 

Iが

t

て
'

I

い
.o
.霧

は

そ

の

墓

のs

t

l

て
ゐ
.

1

.彼
等
の
希
望
は
光
なく

、
不
明
瞭
であ

り

、ま
た
微
弱
でI

っ

望
、
；I

の
職
I

想
i

原
始
的
で
I

雲
條
仲
的
で
：胃

單

純

な
i

上
8

望
.の
充
足 

のs
l
^

に
各
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
なS

彼
等
の
內
ひ
何
人
が.マ
_

職
業
を
得
て
職
業
上
何
事
か
をI

 

手
£

徙
弟
並
に
资
苹
農
業
勞
働
者
に
剛
す
る'勞

働

者

心

理

學

の

ー

硏

究
r

s

j

/ (

七
，
5



:

.
手
工
業
徒
弟.並
に
衆
取
#
業
勞
橄
者
に
關
す
を
勞
働
者
心
辄
學
の

1

研
究 

1

三

四

C

S

1

8 

が
b

p
が
レ
<?
>
ぬ
な
<-
:'
;
_
#か
|
1叙
如
狀
た
^
ぬ
4
瓛
は
何
歡
か
だ
鉍
で
叙
饷
怒
め.ぬ
金
於
得
电
免
と
す
を
の
で
：は
な
ぐ
、
：唯
だ1
 

H<
を
穿
®,
に

紙

た

：

Q

:̂'

働
沢
が
か
力
が
贮
遯
韵
氣i

,o
;#:
'

ギ
は
扒
ぐ
の
紙
1
裏
實
紀
理
解
1>
得
ん
が
た
办
に
は
ぺ
農
業
勞
働
者. 

ど
農
#
歡
儆
#
年
办
肜
浒
圈
批
ぢ
じ&-
げ

板

ぬ

な

レ

な

い

で

ぁ

が

ぅ

，

へ

: ;

: 

s
'
ニ
ー
：
髮

，

：

.

::;
;
:
:
;

;::. 

メ 

^
.
:
^
r 

: 

煎
&-
:
.嫩
奪
に
ぬ
も
0:
称
望
せ
^
職
業
に
§
ん
也
從
事
し
や
ぅ
と
す
る
動
機
が
甚
だ
微
趿
で
欽
る
;:
0
1>
か

し

：
勿

論

&
:
の
.
場

合

に

は

職 

#
囊

6

鼠
敗
にg
け
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觀
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叔
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父
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^
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が
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吿
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仕
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入
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あ
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し
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六)
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易
で
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ハ) 

屋
內
仕
事
兄
取
れ’乾
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し
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ゐ
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仕
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上
の
將
來(0
計
窗
に
就
い
て
の
彼
等
の
穷
へ
は

1

般
に
不
確
定
で
あ
る
。
特
に
彼
等

0
.職
業
希
望
と
そ
の
將
來
の
計
甯
と 

の
間
.に『

：致
を
有
す
ふ
も
の
は
極
く
僅
小
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
彼
等
の
勞
働
，と
そ
：の
，臌
業
に
對
す
る
消
極
的
な
態
度
は
、
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の
職
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に
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般
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に
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。
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潦
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.
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す
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あ
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,以
必
が
。や
户.ヵ
ー
ト
め
硏
究
の
槪
要
で
あ
る
。
彼
は
页
ら
に
こ
の
硏
究
の
最
後
に
彼
の
硏
究
の
全
般
を
摘
要
し
て

十
六
の
命
題
を
擧 

げ
て

ゐ

る

が

、
私

は

此

處

に

そ

の

ル

數

.の
命
題
を
摘
出
し
て
秘
の

«

介

の

結

論

に

行

き

，
度

い

と

思
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>罾
^
生
活
は
そ0
大
ぃ
な
る
多
様
性
の
詳
細
な
叙
*
に
於
ぃ
て
、
ま
た
彼
等
の
自
然
的
並
に
社
會
的
生
活
諸
條
件
に
關 

す
る
精
確
な
洞
察
に
於
ぃ
て
の
み
理
解
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
ぁ
石

。
'
:
.
,
.
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靑
年
の
意
識
坐
活
の
硏
究
の
た
め
に
從
來
利
用
せ
ら
れ
た
る
方
法
は
、
往
々

.に
し
て
人
爲
的
で
あ
り
、
ま
た
不
充
分
の
も
の
で 

あ
る
。
唯
だ
客
觀
的
な
事
情
に
從
つ
て
適
當
な
る
方
法
を
綜
合
的
に
用
ひ
る
こ
と
*
殊
に
そ
の
場
合
の
事
情
に
應
じ
て
方
法
を
變
更
す 

る
こ
と
が
有
用
な
る
結
果
を
保
證
す
る
。
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一
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此
處
に
對
象
と
し
た
手
工
業
徒
弟
と
靑
年
農
業
勞
働
者
と
が
人
間
と
し
て
本
質
上
異
な
る
も
の
で
あ
り
得
な
い
に
し
て
も
"
そ 

の
兩
衮
の
間
に
は
數
年
な
ら
ず
し
て
甚
だ
著
し
い
相
違
が
出
現
し
て
ゐ
る
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應
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の
方
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ふ
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、
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で
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し
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は
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亦
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な
ら
な
い
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に
勞
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渚
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合
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。
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梂
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